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研究成果の概要（和文）：英語習得における英語語彙力の重要性は広く認識されているが，「語彙

力とは何か」という問いにはいまだ明確な回答が存在しない。本研究では，語彙力の構成要因を

意味理解力・音韻理解力・統語理解力の３つととらえ，将来の語彙学習システムの開発の前提と

して，それぞれの能力の相互の関係性を明らかにすることを目指した。3年間のプロジェクトで

は，(1)アンケートによる学習者の語彙・言語使用意識調査，(2)語彙テスト結果分析，(3)作文

を収集した英語学習者コーパス CEEAUS の構築と公開，(4)英語処理時と日本語処理時の反応速

度・脳賦活調査を行った。一連の調査の結果，日本人英語学習者の英語語彙知識と実際の語彙運

用は大きく乖離していること，L1 語彙処理と L2 語彙処理のシステムには違いが存在すること，

とくに初級者においては L2 語彙の音韻と意味が異なるシステムで処理されていることが示唆さ

れた。 

 

研究成果の概要（英文）：It is widely understood that vocabulary plays a crucial role in 

learning English, but we have not elucidated what the vocabulary knowledge actually is. 

In the current study, we examined the relationship between phonology semantics, and grammar 

of words, which are supposed to be the most essential dimensions of the vocabulary knowledge. 

Clarification of how three dimensions are interrelated would lead to a future development 

of an effective vocabulary learning system for non-native speakers. With this in mind, 

we conducted (1) a questionnaire survey about learners’ attitude to vocabulary/language 

use, (2) a vocabulary test, (3) collection of learners’ essay data, and (4) behavioral 

experiments to observe the reaction time and brain activation while processing English 

and Japanese vocabulary stimuli. A series of experiments and data analyses showed that 

learners’ vocabulary knowledge is not directly linked with the actual vocabulary use in 

essay writing; they basically process vocabularies in L1 and L2 independently; and novice 

level learners have a tendency to process phonology and semantics of L2 vocabulary with 

different systems. 
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１．研究開始当初の背景 

コーパスなどの基礎資料の充実と，処理手法

の精錬によって，近年の語彙研究は飛躍的な

進歩を遂げている。語彙研究の基本となって

きたのは，重要語の研究である。筆者もこう

した領域で研究を行ってきており，過去には，

大型語彙表の開発などのプロジェクトに関

与した。 

しかし，語彙選定が終わった段階で新たに必

要になるのは，語彙そのものの構成概念の見

直しである。たとえば，一定の語彙力がある

とする場合，そこには，知識の量・知識の深

さ・知識を用いた反応の速さといった複合的

要素が関わっているとされる (Meara, 1996)。 

 語彙知識には多面的な要因が関わるが，と

くに重要なのは意味と音韻である。両者の関

係性をコーパスや心理調査などの多角的観

点から調査することで，意味と音韻を融合さ

せる新たな語彙指導の方略を探るきっかけ

が得られるものと考えられる。 

 

２．研究の目的 

英語習得における英語語彙力の重要性は広

く認識されているが，「語彙力とは何か」と

いう問いにはいまだ明確な回答が存在しな

い。本研究では，語彙力の構成要因を意味理

解力・音韻理解力・統語理解力の３つととら

え，将来の語彙学習システムの開発の前提と

して，それぞれの能力の相互の関係性を明ら

かにすることを目指した。  

 

３．研究の方法 

具体的には，学習＜処理＜アウトプットとい

う各局面における３能力の位置づけを，１）

アンケート，２）語彙テスト，３）作文，４）

行動実験などを通して明らかにすることを

目指した。 

 

４．研究成果 

まず，反応速度実験，および磁気共鳴脳機能

画像撮像法（fMRI）を用いた実験という 2種

類のアプローチから，日本人英語学習者によ

る英語の音韻処理時と意味処理時の脳内反

応の違いを行動科学的手法によって分析し

た。具体的には，音韻処理として押韻性判断

課題（doll/call など），意味処理として反義

性判断課題(up/down など)を与え，反応速度

と脳内賦活状況を調査した一連の実験の結

果，音韻処理と意味処理では脳内賦活の水準

が異なること，賦活部位が異なること，また，

初級学習者においては音韻処理時と意味処

理時の脳内反応が異なっているが，上級学習

者においては両者が一致に近づくことが明

らかになった。また，同様の実験において，

日本語語彙処理時と英語語彙処理時の処理

パターンの違いを確認した。 

 次に，アンケート，語彙テストおよび作文

コーパスの分析から，学習者の語彙知識と語

彙運用の間に有意な関係性が認められない

こと，ゆえに，両者の間には質的な断絶があ

ることが確認された。また，学習者の英語学

習への動機や語彙学習への動機・意識と語彙

運用の間にも明確な関係性は確認されなか

った。 

3 年間にわたる研究により，日本人英語学習

者の語彙力の実相がある程度明確に示され

た。教育的示唆として，今後の指導において

は，知識よりも運用力を高める指導を充実さ

せること，とくに初級者においては，英語語

彙の意味と音韻の統合を支援する方向で指

導を行ってゆくことが重要になると考えら

れる。   

本研究の意義は，学習者の言語産出をデータ

とするコーパス言語学的なアプローチと心

理実験のアプローチを組み合わせ，従来，教

育現場であまり重視されていなかった音韻

理解と意味理解の乖離の問題について新た

な視点から解明を行おうとした点にある。ま

た，学習者の様々な態度要因と彼らの言語産

出の関係を研究する基礎資料となる学習者

コーパスの構築が完了し，公開に至ったこと

も，今後の関連分野の研究の進展を図る上で

重要な成果であったと言える。科学研究費に

よる支援に感謝申し上げる。 
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